


治水会ニュース 第 22号

| 平成~年度卒業式・修了式・治水会賞授与式
平成 24年3月22日神奈川県相模原市緑区にある「杜

のホールはしもと」で平成 23年度 職業能力開発総合大学

校卒業・修了証授与式が挙行されました。

長期課程205名、研究課程工学研究科 17名、専門課程(指

導員訓練)15名の計237名に卒業・修了証書が授与され

ました。

来賓には、(独)高齢・障害・求職者雇用支援機構理事長、

厚生労働省審議官などがご臨席くださり、ご祝辞を賜りまし

た。

j倉水会か5は服部会長と小路副会長が出席し、会長から、

希望に溢れ旅立つて行く学生への祝辞と漕水会賞が授与され

ました。

受賞者のみなうす、すべての卒業 ・修了生のご活躍と社会

への貢献を、浩水会会員一同心より祈念しております。

平成23年度清水会賞受賞者

平成23年度漕水会賞受賞者一覧

所属工学科 受賞者名

精密機械 竹内静香

精密機械 道井直也

機械制御 山崎貫太郎

電気 吉岡大貴

電子 j龍内なつみ

電子 ブラサンスックラープガールン

平成 23年度にj倉水会賞を受賞した卒業生を代表して、吉

本真理さん (47期卒)に、 f漕水会賞を受賞して」という

タイトルで寄稿して頂きました。

清水会賞を受賞して

47期吉本真理

との度、清水会賞を受賞することができ、大変光栄に思い

ます。特に、大学生活最後の 1年を同じ研究室で共に実験

に取り組んだスゥンセイン君と一緒に受賞出来たこと、心

から嬉しく思います。

大学での4年聞を振り返ってみると、後悔することも多

いですが非常に充実したものであったと思います。科での建

築に関する講義、実習に加え、能力開発科目などの中身の濃

い授業や、全国各地か5集まった同輩や留学生と親睦を深め

るなど、職業大でしか昧わえないであろう貴重な経験を積む

ことが出来ました。

現在、私は大分職業訓練支援センターで窓口業務 OJTに

就いています。まだまだ分からない事ばかりですが、早く役

に立つ職員となれるよう日々逼進していきたいです。

所属工学科 受賞者名
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情報 クラサラーマハーナーマ シリワルダナ

情報 シリマース スマナーパン

通信 吉田成輝

建築 スゥンセイン

建築 吉本真理

戸時平均時課程へ平成~年度総合課程胤 i
職業能力開発総合大学校では、キャンパスを東京都小平市

に統合するとともに、職業能力開発の中核機関 (COE)と

して再発足することとなりました。

そこで「ものづくりプロセス技術者」を体系的に育成する

「総合課程」を新設しました。

総合課程は、 4専攻(機械、電気、電子情報、建築)で構

成され、卒業生は次世代のものづくり現場をリードできる人

材となるととが期待されます。卒業時には、我が国初で唯一

の学士名称である「学士 (生産技術)Jが授与されます。と

の新設された総合課程の入学式が、平成 24年4月4日東

京都小平市にある「ルネ小平Jにて挙行されました。多くの

ご来賓の方々にご臨席を賜りました。また、清水会からは服

部会長、小路副会長が出席しました。
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清水会ニュース 第 22号

| 創立~周年記念式典・懇親会・ホームカミングデー I 

平成23年に職業能力開発総合大学校は創立 50周年を迎

えました。とれに先立ち大学校内に 50周年記念事業組織委

員会が設置され、記念事業に関して検討が行われました。委

員長である校長から漕水会会長に、記念事業への協力依頼が

あり理事会にて検討した結果、記念式典での記念講演会と

ホームカミグデー開催について全面的に協力することが決定

されました。

清水会総会が開催された同日に記念式典が開催され、 j倉水

会会員、一般市民う 520名が参加し執り行われました。と

の式典の中で開催された清水会主催の特別講演会には、ブロ

スキーヤの三浦雄一郎氏を講師に迎えました。同夕刻には大

学校にて懇親会が開催され、 j倉水会会員S145名の方々に

ご参加頂きました。また懇親会にはご講演を頂いた三浦氏、

機構の丸山理事長にもご参加頂き、懇親を深めて頂きました。

1 1月には大学祭に合わせてホーム力ミグデーが開催さ

れ、 142名のj倉水会会員にお集まり頂き、楽しい一時を過

ごして頂きました。

簡単ですが、職業能力開発総合大学校創立 50周年記念事

業への漕水会の取り組みについてと報告をさせて頂きます。

最後に、 50周年記念事業にご協力頂きました多くの漕水

会会員の皆さま、またこれら事業の企画 ・実施にあたり漕水

会理事の皆さまにはたいへんなご尽力を頂き、深く感謝いた

します。 (前浩水会副会長官野恒雄)

創立 50周年記念式典

平成23年 11月 12日にホーム力ミンク‘デーを開催しま

した。ホーム力ミンク、デーは、懐かしの職業大のキャンパス

において、職業大の近況に触れ、懐かしい恩師や友人と再会、

交流いただくイベントです。職業大創立 50周年記念事業の

一環として、 j倉水会と職業大との共同で開催しました。この

日は、能開祭(学園祭)初日ということもあり、乙の日のた

めに遠方かういらっしゃった方も多数見5れました。

はじめに清水会会長あいさつ、つづいて職業大校長あいさ

つがあり、職業大の近況報告がなされました。その後、懐か

しの職業大紹介ビデオが上映され、 1972年の紹介ビデオ

には、小平キャンパスで学ぶ学生や建設中の相模原キャンパ

スが映し出され、つづく 1993年や 2000年の紹介ビデオ

には、若かりし頃の先生方の姿が数多く登場し、場内にはと

きおりどよめきゃ笑いが響きました。その後のティーパー

ティーでは、懐かしの友人や先生など様々な方との再会で、

じっくり語りあう場となり、途中、模擬屈を出屈している在

校生が移動販売に訪れ、異なる世代聞の交流は、さらにぐっ

と深まりました。

今回のホームカミンク、デーでは、同じ大学で学んだことが

作り出す親近感、そして同窓であるζとがきっかけとなり人

の輪が広がることを再認識できたように思います。はじめて

のホーム力ミンク‘デーではありましたが、晴れ渡る秋空の下、

同窓生・先生と一緒に充実した時を過ごしたステキなイベン

卜となりました。

属選梯;園紛主義嗣I町民-一一
旧日寺] 平成 24年 11月3日 (土)'" 1 1月4日 (日)

[場所]職業大(神奈川県相模原市緑区橋本台4-1-1) [内容]模擬庖、各種イベント、ゲーム大会、フリーマーケットなど予定

[コメント]今年度をもって小平キャンパスへ移転することから、今回が相模
原キャンパスで行う「最後の学園祭」となります。これまで職業大を支えてく

ださった多くの方へ感謝の気持ちを込め、実行委員会一同大いに盛り上げ、職

業大らしい楽しい学園祭にしたいと思っています。ぜひ、「学園祭へご参加J
いただきますようお願いいたします。プレゼン卜を用意してご来場お待ちして
おります。受付で08であると声がけをお願いします。また、卒業生の皆さ

まにお願いするのは大変恐縮するのですが、より充実した学園祭実施および例
年より多くのポスター配布をするために 「援助金」のご支援をいただきますと

幸いです。どうぞよろしくお願いいたします。
職業能力開発総合大学校 学園祭実行委員長盛田友和

(機械システム工学科 2年)

{援助金の娠込}金額一口 5，000円(何日でも可)口座番号ゅうちょ銀行 00240・G・73077
名義人職業能力開発総合大学校学祭実行委員会

通信欄に氏名の記入をお願いいたします。平成24年8月末まで。
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j倉水会ニュース 第 22号

| 世界各国で活躍する職業大の卒業留学生を知っていますか-中国編:学術分野.

長期課程 (4年課程)における外国人留学生受入事業は中国

(1980 年~ 1992年)から始まり、シンガポール (1981年~

1989年)が続いた後、平成 14年(1992)年 10月かう日本

国政府による国費外国人留学生受入事業となり、募集対象固から

毎年受け入れてきました。

単斎期(軍密朔)

長期課程在学期間 855~ 859 (建築科 20期生)

・中華人民共和国故宮博物院院長

-国家文物局局長 (2002 年~2012 年)
.中華文物交流協会会長

加藤寧(孫寧)

長期課程在学期間 857~ 861 (電子科22期生)

・東北大学大学院情報科学研究科教授
・米国電気電子学会 (IEEE)
衛星・宇宙通信技術専門委員会の委員長
アドホックSセンサーネットワーク技術委員会副委員長

・電子情報通信学会衛星通信研究会専門委員会委員長

これまでに約 250名が卒業し、主に出身国の労働省等に就職し

ていますが、その他政府の高官、大学教授、企業の創業者等になっ

て世界各国で活躍しています。ここでは、中国からの卒業留学生

のご活躍(学術分野)を紹介します。

彊勇兵

長期課程在学期間 855~ 859 (電気科 20期生)

・筑波大学システム情報工学研究科教授

-インターネット及びモバイル通信等の分野が専門

周立波

長期課程在学期間 857~ 861 (機械判 22期生)

・茨城大学知能システム工学科教綬
・精密工学，微細加工(マイクロ・ナノ加工技術)が専門

事務局だより

|・住所変更等のお願いー

会員の皆様の住所変更等がございましたら、漕水会事務局まで

ご連絡をお願いいたします。

住所変更方法は、同封しております会員調査票 (http://www

uitec四 ed.or.jp/ob/b/04/06/index.html)に記載の上、 潟水

会事務局まで FAX(042・763・9267)をして頂くか、 e-mail

l・終身会費納入のお願いー

潟水会の活動は、卒業時に徴収される終身会費と次項で述べる

維持寄付で運営されています。事務局では経費削減に努めており

ますが、会員数の増加に伴い、通信連絡費・印刷費などが増加し

ており、会をスムーズに維持していくことが困難な状況となって

l・維持寄付のお願いー

j倉水会では、会員資格 20年ごとに清水会維持発展のために維

持寄付をお願いしております。20年目の節目に、是非、 j倉水会

を盛り上げていただきたく、ご寄付をお願い申し上げます。勝手

ながら、維持寄付依頼対象者は 11991年(平成3年、27回卒業)

の会員までの方」となっております。該当の会員には払込取扱用

紙を同封いたしましたので、次の要領で払い込みくださいますよ

うお願いいたします。

発行:2012月 7月発行者:漕水会会長服部信治

にて sousuikai@uitec.ac.jp宛に、ご送付願います。ご不明な点

などがございました5、事務局までお問い合わせ下さい。

また、近い将来、 清水会名簿の発行を予定しています。名簿整理

にご協力いただける方、事務局までメール (sousuikai@uitec.

ac.jp)をいただきますようお願いします。

おります。卒業時に終身会費をお納めいただいておられない方に

は、 j倉水会ニュースと共に払込取扱用紙を同封しました。潟水会

維持発展にご協力くださいますよう切にお願い申し上げます。

維持寄付金 :一口 5，000円

(できるだけ2口以上でお願い申し上げます)

払い込み方法:同封の払込取扱用紙をご利用の上、最寄りの

郵便局か5払い込みください。

注意 :1会費未納の方Jで、かつ「維持寄付依頼対象者Jには、

2通の払込取扱用紙が同封されております。

編集委員:藤井信之、寓野三男、菅野恒雄、山下陽一郎、松本和重、池田知純、田村仁志、宮崎真一郎、

中谷努、山崎尚志、縁崎英世

ス

4 

〒252・5196 神奈川県相模原市緑区橋本台4-1-1
職業能力開発総合大学校校内 治水会事務局
FAX:042-763-9267 
E-mail:sousuikai@uitec.ac.jp 
相模原市が平成22年4月に政令指定都市に移行したために

郵便番号、住所が変わっております。


